プログラミング演習の誤答分類による適応的アドバイスの提示 by 新川 綾子
愛知県立大学情報科学部 平成 26 年度 卒業論文要旨
プログラミング演習の誤答分類による適応的アドバイスの提示













































1 にテストケースと正解・15 グループ中のある誤答パターン a
の出力について示す．
表 1 テストケース・正解・誤答パターン aの出力
テストケース 正解出力 誤答パターン aの出力
smallify 200 150 200
smallify 5 5 -45
smallify 100 100 50
smallify 101 51 101
smallify 51 51 1
表 1より，誤答パターン aは 100より大きい値はそのまま返
し，100 以下の値に-50 していると分かる．この場合学生は「if
文など分岐する書き方は分かっているが条件文などが間違えて
いる」と推測でき，以下の様なアドバイスを提示することが学生
にとって有益である．
誤答パターン aに対するアドバイスの例 
100 より大きい数をそのまま出力し、100 以下の数に対し
て-50をしています。
条件文に注目してみましょう。 
実験に利用した演習問題は Haskell言語を対象としていたが，
提案手法は対象に制約はない．ただし出題形式として，テスト
データの入力に対して結果が機械的に比較可能なプログラムに
限る．よって GUIプログラムなどの実行結果が単純でない問題
には対応していない．
3 評価
本研究の評価として以下の 2つが考えられる．
 テストケースが分類にふさわしいか
 誤答分類に利用しなかったデータを正しく分類できるか
前者は個々の問題に対して主観的に考えるしかない．また後
者は新しいデータが十分な量を確保出来ていないため，来年度
の実施データを利用して実験する予定である．
3.1 提案手法の限界
提案手法はテストケースが予め予告されている問題に対して
は，学習者が誤答 Cの解答を容易に作成出来てしまうため，正
しく動作しない．しかしテストケースを一部非公開にすること
や，ランダムテストを用意することでそのような解答を排除出
来ると考える．
4 おわりに
本論文は学習データを分類し，アドバイスを対応付けること
によって，Bの場合の誤答を適応的に分類する手法を提案した．
これにより，指導者は個々の学習者に対してアドバイスをする
労力が軽減する．
提案手法が学習者に適応的なアドバイスを提示しているか評
価を行うには，実際に利用者にアンケートをとる必要がある．こ
れも，来年度の授業実施時に行う予定である．
